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一
東京帝大 1〜 2番卒業生の経歴を中心に

一

おけるエ リ
ー

ト選抜と大学成績の関係

岩田 弘三

1
．　 は じめ に

　本論は ， 東京帝国大学
ω

の各学科 1 〜 2 番卒業生 （以下 ， 優等卒業生 と呼ぶ ）の進

路 を分析す る こ とに よ っ て ， 戦前期 嫺本 の エ サー ト選抜過程 の
一

螺 を明 らか に しよ

う とす る もの で ある 。 さ らに ，
こ れ まで 学生 一

般 を対象 と して 書か れ る こ とが多か

っ た 就職史 （尾崎　1967， 坂本　1977， 麻生　1980， 松罷　 1983な ど〉に ， 卒業席

次 とい う新た な変数 の 導入 を図 り ， 知見 を加 える こ とを 目的 とす る 。

　本論で は ，
エ リ・一一・　F を 『人事興信録』等 ， 当時の 各種 人名事典詑載者 と定義 す る

こ とに した 。 麻生誠 （1991， pp．248−249）に よれ ば ， 『人事興信録』記載者 をエ リー

トと定義す る こ とに つ い て は ， （1＞「特定の 職業集団 （た とえ ば ， 経営者） が ， 実際

に保持 して い る権力や 威信 に比較 しで 多 く選 ば れて い る可能性 が ある」， 〈2）購 在的

な権力保持者が 記載 さ れ て い な い 」， （3｝「記載 ＄ れた エ リ
ー

トた ちの も つ 権力や 威信

に 階層的な差異が あ るに もかか わ らず， 彼 ら を一
様 に エ リー トと して 包括 して い る

こ と」 な どの デ メ リ ッ トを もつ と さ れ る 。 た だ し ， そ の 点に 留意 を怠 ら な けれ ば ，

〈！）「記述が比較 的箆確で ， 社会的に
一

応誰 もが エ リー トだ と思わ れ る枠の なか で 人々

が選 ばれ て お り， その 意味で 社会的普遍性が保 た れ て い る 」，   「陦系列的 に
， 広 い

範囲の X リー トを比較考察 し よ うと した 場合 ， ナ シ ョ ナ ル な広い 意味で ， 明治初期

か ら一
貫 して編纂 され た エ リー トの 資料 と して これ が 唯

一
の もので ある こ と」な ど

か ら ， 「
一・

次的 な エ リ
ー トの 名声指標 として 」朋 い る こ との メ リッ トは 充分 ある と し

て い る 。 そ こで 本論で は ， 麻生 （1963， 1978など）の
一

連の先行研究 に倣い ，
エ リ

武蔵野大学
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一 トに 関 して は
，

上述の よ うな操作的な定義 を用 い る こ とに した 。

　もち ろん当時 に あっ て は ， 帝大 へ 逸学す る こ とだ けで も希少儺櫨を もち ， その 卒

業生 （学士 〉は ， それ だ けで 学歴 エ リー トと呼ぶ に樽 芯しい 人材で あ っ た 。 しか し，

学歴 エ リー トの 全てが
， 名声を伴 う職業エ リー トに 到達 した わ けで はな く， そ こ に

はさ らな る選抜が存在 した と思わ れ る 。 そ こ で本論で は ， そ の選抜過程の 中で大学

成績 （卒業席次）が ， どの よ うな役割 を果た したの か に つ い て 考察 を試み た い
。

　麻生 （1963） は ， 4 つ の高等教育類型 〈牽大， 官立蓴門学校 ， 自虫主義的私学 ，

適応型私学） ご とに ， 明治期 に お ける エ リー ト形成 メ カ エ ズ ム を明 らか に した 。 そ

の 中で 麻生 は ， 常大及 び官立 専 門学按出身者 を卒業席次 に よ っ て 二 分 し ，
こ れ らの

高等教育類型で は ， 成績上位群の 方が威績下位群に比 べ て
，

エ ワー ト， 蒋に大物 （ビ

ッ グ）エ リー トの 輩出率が 高い こ とを指摘 して い る 。 の み な らず ， 『明治過糞帳」の

中に は ， 例 え 涯次 の ような人 悔の 記述が ある
（2｝

。 帰出信順 （萌治39年化学灣次席卒業）

「東京帝国大学理学士 石川隈士族 に して 明治元年生 まる 廿二 年東京高等師範学校 を

卒へ 欝六 年帝国大学 に入 り特待生 と為 り景 九年七 月卒業更 に大学院 に進 み桜の 蜜腺

竹の 成長 と其 内室に 於 る 空気 ， 秋 気落葉の 化掌的研究等の論文あ り篤学 の理化学者

として 嘱鏨 され しが ， 同年十一月十六 日病死す年卅九」f） 本村正 …・
郎 （明給23年東京

帝大工 学部土木科首席卒業）「内務鬟土木監督暑技師試補 に して 廿三 年十灣廿
一

日

歿」。 彼 らは い ずれ も帝大卒業後問 もな い 時期 に逝去 してお り， その 時点 で は未だ巧

な ウ名遂げて   癒 わけで は ない
。

に もか か わ らず ， 『開治過 去輳卸こ駅録 され る と い

う栄誉 に 服 して い る 。 帝大の 各学科優等卒業銚が ， い か に エ リー ト予備軍 として 期

持 を担 っ た存在 だ っ たか が分か る 。 陶様に 例えぼ ， 大達茂雄 の文宮試験 の結果 は62

番 と悪 く， 内務雀は採用 を癬躇した。 しか し， 東京帝大政治科 （大正 5年卒）の 卒

業席次 は 5 番 とか な り良 い の で 調 査 した とこ ろ，大学の各学年成績 ， 高等掌校の 成

績 もみ な上位 と い うこ とで ， 結局 は採用 す る こ とに した とさ れ る （大達茂雄簿記刊

行會　1956
， p．45）。

こ こ か ら も， 卒業席次に 対す る当畴の評価 が窺い 知 れ る。

　そ れで は
，

こ の よ うな卒業席次 に よ るエ ｝丿一 トへ の 接近度 の差 は ， どうして もた

らさ れ激 の で あろ うか 。 そ こ に は ，
い くつ か の 可能性 が 考 え られ る 。

　翻えば，
三 宅

一
郎 （1964， p．23＞は ， 1885年の 内閣鑼度発足時か ら1960年まで の 大

臣の分析を行 い
， 「帝国大学出身閣僚の 圧倒的部分 は高級官僚 の 経歴 を経 て 来て い

る茎と攜摘 して い る 。 また ， 奮人事興信鑼 記載の エ リ… トの 特性を分析 した ， 麻生

（1978， pp．217−218）の 研究をもとに ， 東京帝大出身工 り一 トの職業構成をみ る と，

明治36葬では
，

サ ン プル 数24人 中， 営僚 11人 ， 教授 ・ 教育家 7 人 と ， 以 上 の職業だ
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けで その 75．0％ を しめて い る （ビ ジネ ス ・リーダーは 2名で 8．3％ ）。 大正 4年で は

67．4％ （43人中， 官僚15入 ， 教授 ・教 育家 14人），
ビ ジ ネス ・リー ダー20．9％ （9

人 ）， 昭和 3 年 で は 70．6％ （51人中， 官僚 25人 ， 教授 ・教育家 11人），
ビ ジネス ・リ

ーダー 21，6％ （1］人 ）， 昭和 14年で は63．2％ （114人 中， 官僚50人 ， 教授 ・教育家22

人），
ビ ジネス ・ リーダー23．7％ （27人） とな っ て い る 。 即 ち ， 戦前期 を とお して 官

僚 ， 教授 ・教育家は 6 割を越 え， 帝大卒業生 に と っ て エ リ
ー

トに接近 しや すい 職業

が あ っ た こ とを示 唆 して い る 。 また ， 時代が下 る と と もに ，
ビ ジネス の世界 もエ リ

ー トに 接近 しや す い 職業 に な っ て い っ た こ とが 分か る 。

　 これ に 対 し， 東京帝大法学部 の 卒業生が その 席次に よっ て ， 大 方 は帝大 ， 官庁 ，

司法，民間の順 に 就職 して い っ た と もよ く言われ る とこ ろで ある。例 えば ， 石坂泰

三 （明治44年独法科卒 ， 席次 7番 ， 逓信省入省） に よ る次の 回顧 は ，
こ の 点 を裏付

けて い る 。 「大 学 に な る と， 大 学の プ ロ フ ェ ッ サ ー
に な るの が 最高 の名誉 と思 っ て お

っ た 。 事実 また 銀時計 で ももらうか
，

一
番か 二 番 で な い と大学 へ 残れ ない 。 そ うい

う人が 大学 に残 っ た 。 そ の 次 は役人 ， つ ま り文官試験 で も受 けて 役人 に な る と い う

の が まず普通
一

般 の コ ース で あ っ た 。

……大 蔵省や 内務省に 入 るの は成績順 だ ， そ

の 時分 は ず っ と点数で 番号が つ い て お っ た か ら， もち ろん われ わ れ よ り ドの 人 も入

っ て はい ます けれ ど も， まず秀才 で な い とい か れ ない 」 （山田　1952， p．4）
（3｝

。
こ の

回想 は， 少 な く とも法 学部卒業生 に つ い ては ， 卒業席次 に よ っ て 就職先が大 き く異

な っ て い た こ と
，

さ ら に 同じ官庁 の 中で も， 内務省 ， 大蔵省へ は成績の 良い もの で

な い と入 れ なか っ た こ と
（4）

， を示 唆 して い る 。 「『外交 と財政』とは専門的仕事 と して

特別扱 い を享 け居 り ， 局 外者に は喙 を容 れた り指 を染めた り出来難 い もの だ とい う

傳統的取扱振 りが 我國 に はあ る様だ。是 れが 大蔵畑 外務 畑 の 者の 強味で又 早 く名を

成す所 以 だ」とされ る （中島　1931， p．38）。 また ， 内務省 は本庁の 局長以 上 の職 に

加え ， 県知事 ポス トとい う勅任官相当職 を抱 えて お り ， 他省庁 に比ベ エ リー ト ・ ポ

ス トの 絶対数が 多か っ た 。 つ ま り，
エ リー トへ 接近 しやす い 官庁で は ， 入省時点で

卒業成績 に よる選 抜が な され て い た こ とに な る 。

　今回 サ ン プル とした 明治 19〜 大正 6 年卒業生 の 時代 に お い て は ， 各科 目ご とに ，

各学期 （当時は 3学期制）の評 点 と ， 論述式の 学年末試験 の評点 を算出し ， その 総合

点 を卒業成績 と して い た （寺崎　1992， pp．131−141， 天野 　1992，
　p．19， 麻 生 　1991，

p．222）。 しか も， 特 に法学部の 場合 は ， 全科 目必修制度 を採用す る な ど， 高等文官試

験 向けの カ リキ ュ ラム を組み ， その 試験 内容 も講 義筆記 の 暗記 力 を問 う問題 で 占め

られて い た とされ る （潮木　1984）。 だ とすれ ば ， 大学成績優秀者が官庁へ の 就職で
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優位 に 立 っ た こ と は ， 当然考え られ る。 また ， 後に 詳述 する よ うに ， 帝大教授が後

継者を選 ぶ 場合に は ， 大学成績が大 きな選抜材料に な っ て い た と考 え られ る 。 そ し

て これ ら両職 は ， 先に み て きた よ うに
， 戦前期 を とお して エ リー トへ の 接近度の 高

い 職種で あ っ た 。
つ ま り， 第 1 に，就職時点 で の選抜の 結果 ， 成績上位者が下位者

に比 べ て ，
エ リー トの 輩出しや す い ， これ ら職種 へ 就職 する確率が高か っ た とすれ

ば ， か りに大学成績が ， 就職後の エ リー ト到達競争 に独立 の影響 しか もた なか っ た

と し て も， 母数の 大 き さゆ えに ， 成績上位群 の エ リー ト輩 出率 は高 くな る可能性 も

ある （「就職入 り口選抜効果」）。 他方， 第 2 に
， 麻生 （1963）の よ うに ， 大学成績 を

「高等 教育適応」の 尺 度 とみ なせ ば ， 高等教育 適癒 と職 業的成功 との 間に は掘関 が あ

り
， 様々 な就職先に散 っ て い っ て も成績上位者 は エ リー トに な りえた可 能性 もある

（r高等教育適応 と職業的適応 との
一

致効 果」）。 第 3 に ， 学歴社会論 に お い て述 べ ら

れ る学歴の 性格 と同 じ よ うに ， 大 学成績 はその結果 を得 る まで は業績主義的な もの

で あるが ， それ を得て し まえ ば身分 主義的な 「レ ッ テ ル 」 と して 実力 に関係 な く，

工 亨一 トへ の接近 に有利 な効果 を も っ た 可龍 溢も考 えられ る （f大学成績 の威信 （レ

ッ テル ）効果」）。 第 2 ， 第 3 の よ うな効果 が 存在した 場合 に は ， 大学成績が就職後

に もエ リー一トへ の 接近 に 有利 に働 い た こ とに な る 。

　 それ で は ， 成纉上位群 はどの よ うな経路 を経て
，

エ リー トの 地位 に よ り多 く到達

で きた のだ ろ うか 。 この 点 を主要な問題 関心 として 本論 で は ， 主 に東京帝大の 各学

科優等卒業生 に焦点 を当て て ， （1｝全卒業生の 就職先 との 比 較等 を通 して ， 卒業席次

に よ っ て 就職先 （初職 ） に相違が あ っ た の か ど うか ， （2）彼 らの 最終職 な どを分 析す

る こ と に よ っ て ， 彼 らが それ ぞれ の セ ク ターで どの 程度， 活躍 したの か ， とい っ た

点を明 らか に して い きた い
。 先述 した 『明治過去帳』 の例か ら も分か る ように ， 優

等卒業生 は，卒業陦点で 既 に エ リー トとしての将来 を囑 霞さ れ る 特劉 な存窃で あ っ

た 。 こ の意味で 先 の論点 をよ り明確に で きる と考えた のが
， 彼 らを主対象 と した理

由で あ る。 加 えて
， 戦前期 の 帝大教授は ， 主 に 各学科の優等卒業生 の 中か ら補充 さ

れ る こ と を常 と して い た 〈岩田　1994， p．153＞。 こ の よ うな状 況の 中で 彼 らの うち

どの 程度の 人 が
， 学問 エ リ… トた る帝大教授 （「末はwa：trか 大臣か 」の博士）の 道 を

選択したの か 。 また ， そ れ とは別 の選 択肢 として ，彼 らが選 ん だ の は どの よ うな職

業だ っ た のか 。 戦前期 に お ける職業選択の 中での 帝大教授職 の 位置付 け を明 らか に

した い との 問題 関心 も潜在 し て い るか らで あ る。

　 こ こ で ， 本論の 分析対 象に つ い て 触れ てお こ う。大正 7年 まで の 『東京帝国大学

一覧』に は ， 各年度 ごと に卒業鹿次順 に各学科卒業生の氏名が認載 され て い る。 そ
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こ で その 資料 を用 い
， 本論で は，明治 19年か ら大正 6年 まで の ， イギ リス 法 学科 ，

政治学科， 土木工 学科， 国文学科， 化学科 ， 農学科 ， 医学科の 1〜 2 番卒業生 に 焦

点を当て るこ とに した 。 東京帝大の 卒業生 に 限 っ た の は ， 卒業生名簿が 比較的長期

に わた っ て成績順 に記載 され て い る の が
，

この 帝大 に 限 られ る か らで ある
。

また 今

回 は ， 学科 に よ っ て は 毎年の 卒業生が 1〜 2 名 とい う とこ ろ も存在す る中で ， 毎年

多数 の 卒業生 を安定 して 世に送 り出して い るの み な らず， 上 の 期間に 2 学科 に分離

して い な い 学科を ， 法学部か らは 2 つ
， 工 ， 文 ， 理 ， 農 ， 医の 5 学部 か らは各 1 つ

ず つ 選 び出した 。 な お ， 各卒業生 の 経歴 を追 うに 当た っ て は 『帝国大学出身名鑑』，

『人事興信録』各年版 ， 各種人名事典等 を参照 した 。

2 ．　 東京帝大優等卒 業生 の 初職

　最初 に表 1 で ， 東京帝大優等卒業生 の 初職 をみ て み よ う。な お
， 明治 19年か ら大

正 6 年まで を 5 年刻 み に し て も， そ の 就職動向に は顕著な変化 は み られな か っ た の

で ，
こ こ で は一

括 して あ る 。 また ， 比 較の た め に 表に は
， 大正 6 年時点 に お け る卒

業生 全体 の 就職状況 も併記 して ある 。 この卒業生全体 の就職状況 は ， 新卒者の み な

らず既 に卒業し ， か つ 転職 した人 も含 んだ もの で あ る。 だか ら， 正確な比 較 を期す

た めに は新卒者 の データ を用い る必要が あ る
。

しか し
， 新卒者の データ に は ， 就職

浪入 ・留学待機者 ・徴兵忌避者の 溜 り場 と され る大学院進学者 （岩 田　 1995
， p．116

の 注（6））が ， 例え ば東京帝大法学部 で は明治30年代 を通 して 新卒者の 1／ 2〜 1／

3 まで に達す る ほ ど多数含 まれ て い る
。 そ こ で そ の点 を考慮 して

， 大学院進学者 を

除い た新卒者の 就職状況 と，既卒者 の 就職状況 と を比 較 してみ た場合 ， 両者の 間に

は ， 全体 と して みれ ば， 際立 っ た差 は認 め られ な か っ た 。 それ で ， 大 方の 傾向を把

握す る上 で は既卒者 デー タで も
，

さ ほ ど の 遜色 は な い もの と考えた
。 なお

， 卒業生

全体 に つ い て は ， 学部 ご とに 主だ っ た 職業 の み を取 り出 し， そ の 分布 を示 して お い

た 。

　まず ， 表中の 「不明者」 と は
， 各種人名事典で 経歴が 拾えな か っ た卒業生で あ り，

本論 に お ける定義か らす れ ば， エ リー トの 地位 まで 到達 しなか っ た人 物 とい うこ と

に なる 。 法学部 に つ い て ， か りに それ ら経歴不 明者の 比率 を ， 表 2 の 数値 と比較 す

れ ば
， 優等卒業生 に お け るエ リー ト輩出率が高い こ とは ， 統計的に も明 らか で あ る 。

　っ ぎ に ， 学部全体 の 就職動向 と比 べ る と， 国文 科を除 けば ， 優等卒業生 は教職 に

多 く吸収 され て い っ た こ とが分 か る。 しか も， そ の大半 は官立高等教育機関 （帝大 ，

旧制高校 ， 高等師範学校 ， 官立専 門学校）の 教員で あ る
 

。 特 に ， 政治科 ， 土 木科 ，
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表 1　 東京帝大 1 〜 2番卒業生 の 初職

掌校教職 員

就職先 　　i帝大以 外 i中 等
　　コ　　　　　　　　　　　　　
帝大 ：の 高等 1教 育　　コ　　　　　　　　　　　　コ
　　 激 育 機関 膿 関
　 　 1　　　　 　　　　 　　 「

英 法 科 1．〜2 番 i團 i
（明 治 ⊥9年   一

大 正 6 年）

　1　　　　　　　　　　　　　■
（4）1　 （3） 1 （0）

政治 科 1〜2番 i團 i
（明 治19年〜 骨

大正 6年） （13）1　 （1） 1 （1）
　 　l　　　　 l

法学 部 全体 ；　 2．8　 1「　　　　　　　　　　　　　1

（大正 6 年碍点） 一　　　　　」

i（126） ：

土木科 1〜2番 i囮 i
嵶 治2昏年〜

　大 正 6年〉

工 学 部 全体

（大 正 6年 時点）

弼
一
1

  i 〈2汝 沿）
　 　 　 　 　 1　 旨

　 1　 9．3　 ：
　 ●　　　　　　　　　　　　　　．
一

i （292）i
国文科 1〜2番 i囮 i
（明治 19年〜 一　l　　　　　　　　　　　　　I

大 正 6年 ） （4）i （22） i（8＞
文 学 部 全 体 i9… i
（大 正 6 年蒔点 ） 一

…（1295） …
化 学 科 ｝〜2番

：　 　 　　 ：

；　77・5　 ；

（明治 鵁 年〜
：　 　 　 　 1

　大 正 6年〕

理学部 全 体

（大正 §年時点）

  1　 （エ8） 1  
　 1　 　 　 　 　 ：

　 3　 68．5　 1
　 「　　　　　　　　　　　　　［
−

i綱 i
農学科 1〜2番 i團 i
（明 治 四 崢〜

大正 §年）

一

卿 i （2） i 　　1　　　　　　　　　　　　　奮

問

業

民

企

農学部全体 Z2，1

（大 正 6年 時点）　 ［
…曙「’一一一

「 コ

　　 　　　　 　　　 　 （269）

函

　（工3）

區

医学科 工〜2番

（明 治191i　一一

　大正 6年）

医学輝全｛奉

（大 正 6年 時 点 ）

　　ヒ　　　　　　　　　　　　ロ

　　i匝 ］i
−　　　　　　　　　　　　　　　　コ

（23）1　　　（4）　1　（0）　　嚠　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ
　 　 ：　 1il，．8　 ：　　F　　　　　　　　　　　　司

「 γ
ww一一

「 「
　　　　　　　　　　　　　　　
　 1　 （335） 1　’　　　　　　　　　　　　　1

（3）

35．6

（1597）

國

（13）

52．2

（工63§｝

2．6

〔1）

2、9

（39）

12．5

（5）

12．6

（75）

4．3

｛2＞

13．5

（164＞

o．o

（0）

2 ，9

（66）

窟庁

　　 1

官庁 1 日銀

　　 i　　 k

　

　

お

、

熟，

墜
　（3釧 　 （4）

28．7i
　　　i
　 　 　 …

q287）1

國 i
　　　i
　（3」）：

，、，4i

（12e6｝1

圓 i
，、，i

・・3i

（32）ilo
．ci

　　　i
　 〔4）11B

．gi
　　　…

（玉12）i
凾 i
　　　l
　 （22）；

63．8i

　　　…
（775＞i

司法官

11．3

ー

3
σ
…
2一騒

ω

8

　

6

　

1

（751）

弁護士

叢

・

医

驪

医

獣

1

；
門

　　　　り

圈
1

　 （3）

飃

（0）

16．1

（72 〉

勤務緩

・
官庁

技術員

區 ］i
　 　 　 ：

、豊
）i

，、、，i

o．a

（GlO

．6

（7｝

鬮

（4）

35．5

（so3）

37．o’

（20）

45．5

（1029）

小計

10D．s％

職

に

亡

就

前

死

（62ノ丶）　　（0）

ioe．ec／．　i
　 　 　 ！

（56人 ）

100．0％

（4481人）

10D．O％

（55人冫

100．0％

（3ヨ37ノ廴）

100．0％

（39人 ）

…oo．o％

（1366ノ丶 ）

1SO．9％

（40人 ）

100．0％

（593入）

工OQ．0％

（4昏入 冫

100． ％

〔工215人 ）

100．0％

（54人）

loe．o晃

（2261人 ）

（o）

（9）

（1）

（1）

不明

（4）

一三
口

（66人）

（工3） （54人 ）

ω靖 （工の （6e入冫

（3） （7） （64人 ）

注 　
’
うち軍医 8ノ、（t4．8穿ぢ）o

　　コ は，学部全体 と琉鞍 した駕 率の撲 定 で ．5％水 準の 有憲差が み られ た 数字。
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　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 戦前期におけるエ リ
ー

ト選抜と大学成績の関係

農学科， 医学科で 教職 に就 い た優等卒業生 の ほ とん どは帝大の 教員 （助教授 ， 助手

等） に な っ て い る 。 また
， 化学科 ・農学科以外の 学科で は官庁へ の 就職者 も多 い

。

民 間企業，弁護士，開業医 ・獣医，勤務医 と い っ た実業へ の就職者は ， 学部全体の

就職動向と比 べ て ， 優等卒業生 で は小 さい
。

　 なお ， 法学部 に つ い て 具体 的な入省先 をみ る と ， 英法科の 優等卒業生 の 官庁就職

組 29人中，
5名 は大蔵省 ， 17名 は 内務省 に入 っ て い っ て い る 。 そ の 他 は ， 逓信省 3

名， 農商務省 2 名， 外務省 ， 内閣法制局各 1名 と なる 。 同様 に
， 政治科の優 等卒業

生 の 官庁就職組34人 中， 16名は大蔵省 ， 12名は内務省 に入 っ て い っ て い る。 その他

は ， 内閣法制局 2名 ， 逓信省 ， 農商務省 ， 外務省 ， 文部省各 1名 とな る。 こ の よ う

に ， 絶対 的人 数か らみ る限 り， 優等卒業生 の大部分は ， 内務省 も し くは大蔵省に 就

職 して い る 。 の み な らず ， 『東京大学百年史』通史
一

（1984， pp．1084−1087）や秦 （1981）

の 資料 な どを もと に ， 官庁就職者 に 限 っ て ， 東京帝大法学部全 卒業生 の就職官庁の

分布 を算出 し ， それ を 1 〜 2番卒業生 の分布 と比 較す る と， 後者 の 方 が 内務省 と大

蔵省へ の入 省者は 5 ％水準で 有意 に 多い 傾 向が み られ る
 

。

　先 に ， 当時の 回顧 を も とに ， 少 な くと も法 学部卒業生 に っ い て は ， 卒業席次 に よ

っ て就職先が 大 き く異な っ て い た こ とを指摘 した 。 また ， 表 1か ら もそ れ をほぼ裏

付 け る よ うな傾向は読 み 取れ る が ， こ こで は 法学部卒業生 の 卒業席次別 の就職状況

に つ い て の資料が存在 す る年度 を抽 出して ， その 結果 を ま とめた表 2 で ， 詳細 な検

討 を加 えて お こ う
ω

。 帝大教授 に な っ て い る人物 は ， 1名 を除い て ， 確か に 席次 6番

以 内の ， 成績 ト ッ プ ク ラ ス の 卒業生 に 限 られ て い る 。 そ して 例 え ば ， 明治28年東京

帝大政治 科卒業の 「中島滋太 郎君 は二 番 の好成績で あ りなが ら ， 学会 に も入 らず ，

政界 に も志 さず ， 實業界 に 身を立 て ， 結局が 口本郵船の 専務取締 役 。

……帝大の優

等卒業生 で ， 角帽 を脱 ぐな り早々 ， 他の 者が見向 き もしなか っ た 實業界 に飛び込 ん

だ の は一
寸珍 ら しい トク志家 で あ っ た」 とさ れ る （螢雪生 　1924， p．181）。 表 2 か

らも分か る よ うに ， 少な くと も明治期 に は ， 例 えば10番以 内卒業生 の ほ とん どは ，

民間 よ り官庁 （日銀 を含む ） を選択 して い る 。 しか し ， そ の 点 を除 けば ， 民間 と官

庁で それ ほ ど明確な成績 に よ る棲み 分 け現象が み られ るわ けで はな い
。

　 明治期 と異な り ， 大正 3 年の サ ン プル で は ， 大学成績上 位 30％以内の 卒業生 で も

民間 へ 比 較的多 く就職 して い くよ うに な っ て い る 。 これ に は ， 次 の よ うな理 由が あ

っ た 。 第 1 は ， 実業界 の 地位向上 で ある 。 民業 は ， 「官尊民卑的待遇や風潮 の 上 に ，

さ らに 給与 そ の もの まで ， 官吏 に比 し低か っ た 。

…… この よ うに ， 社会的地位か ら

い っ て も ， 物質的待遇か らい っ て も ， 官尊民卑の 感情か らい っ て も ， 高等教育 を受
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表 2　 東京帝大法学部卒業生 の 席次別 進路　俵中の数字は卒業席次の番麹

ω 　政 治科

卒業 年 羽槍 23年 明治2＄年　 　 聡治29年 明 溶36年 明治38年 魂捨畦2年 大正 3年

卒業生数 28人 3 人　　　　　 36人 58人 57入 158人 n5 入

帝大 教授   ，  ，  2，  2

宮瞭

1，2．5、6，8，11，
三4，15，16，三8 ，
19，21，22．25 ，273

．4．8，9，12．14，　　1，2，5，6．了，
1§，弖9，2創 21，1G，11．21，
22 ，23，25．27，22、24
28，29

1，4、5，281 ，5，王0、
1焦嬲

1 ，2 ，4，5 ，7 ，8 ，9 ，
11，12謁 ，18．2茎，
23，33β4 ，52，8荏

4，5 ，6 ，7 ，9 ，
1 ，1s、2拿，23．
黛5β転4S，67，
70

日銀 4、7 7 15 3，4，7，12 L11

司法官 3

民 間
12，13．17 2．三〔摩、11，13，15，　，4 ，｛｝．翕？

1724 ．26、30
含4 18β護．3516 ．28，驫 ，喋5，47，

67
3，15．29 ，35，
40，62β6，87

旧制高校 18

華 族 議 員 王8

不詳者 8 入 愈入 22人 鎗 人 靨 人 135人 　　 　・ gc人

（2） 法律科

英 　法 独 　 法 仏 　 法

卒 業 年 明治 23年 明治28年 　 明治38年 大正 3年 明 冶28年 明 治 諺8年 嬰治42卑 大正 3年 明治28年

卒業生数 3玉入 41人 34人 6倉人 且 人 4窃人 12荏人 187人 5人

帝大教撰   ，16

海大教授 6

官僚

2．3，容，8，§，
1韓，域 272

，3，6，7，呂，
1纛．1圭，12，
13，15，16，
17，23，25、
30，33

2 ｝β、2尋 L3，5，6，
7，8，三G4

，11i 1、2，3，謬，‘
16，232

，4．5，7，9，
29 ，3藝，72 ，
工11

3，5

日銀 1 3

司法官

〕，4 4，§，鋳 ．2  ，
2／，22 ，31 、
32，35，36，
37

2，4，§，11 ／匿o 矯 2

弁 護士

18，27138 ，
4D

闇
6 、28 ，6王，
lo1 ，133 ，
141

1

民周

13 5，19 ，24 、
26，28，2912

，152 ，16

　　　　i
2、5，12，

28，3557
1，12 ，16 ，
21β 7，40，
56，78，100，
127 ，130 ，
ユ32

4

蛋

中等教員 34，41

政治家

哦
98　　　 1
　 　 　 　 壅

÷不詳者 2Q人 互人 3茎入 54入 　 　　o 人 3c入 n5 人 　 　 　 i5鼻人

〈典拠〉

  明 治 23奪政治科，英 法科 ：柳谷卯三 郎 「當 世名士の 現在 と過 去　同級生 の 行衛 （其二 ）」，r実業の 日Ptl　ve14巻 13号 ，

　 　　　　 　　　 　　　　 明 治 44年。
  明治28年致治 科，英 法 科 ， 独 法 科 t 仏法科 ：秦部彦 『官僚の 購 究島 講 談社，昭 SU5B年　 ，　 PP ，］80一盗 。
　明治28年政治科 ， 英 法科 ：中島滋索郎 1二 八 會の 思出 」， r実藁の 日本」第36as　1号．昭駆 6 年。

明治28年英法 科

明治28年政治 科

　明 治 28年敵 治科

  明 治 29年政 治科

  明治36年政 治科

  明治38年政 治 科，英 法 科， 独 法 科

  明治42年政治科，独 法科 ：「東大 四十二 年組 に は どん な 男が 居るか 亅，1
一
実業の 日刺 第37巻17号 昭和 9年。

  大 正 3年致 治簪．英 法科，独法科 1高木友三 郎 「級友を語 る　漿大大二 法経 学科出身の 面々 】謹 実業 の N本蓋第42巻

　　　 　　　　 　　　　 　　le号，昭 相14年。
注 ：例 え ば，官 庁 か らの 民 間 天 下 り，衆議 院議 員就任等，典拠資料 出版時 と は明 らか に異 牴 る職業 を 喰要 キャ リア と し，

　　た人物に つ い て は s 宏要 キ ャ リア を示 して あ る 。 また，民 間 に は，勧 業 銀 行 な ど ，政 購系金融機 関 も含 む 。
　　「帝大教綬」の欄 の ○印 は，東京帝大教授．そ の 他は全て 京都帝大教授 。

：「同級礁 の ゆ くえ」，『実業の 日本』第31巻 19号，昭和 3 年。
：中島滋太郎 「當世名士の 現在 と過去　同級生 の行衛 （其

一
〉」，『実業の 日本』第14巻 12号，

明 治 44年。
：螢雪生 1

．
岡級生 の 行翻 ，躾 業の H 本 」第 27巻 13弩 ，大 正 13奪。

1 螢雪生 「同級 生 の 行 衛 」，稼 業 の 臼本 」第27巻 14’tt，大 正 13犠
：螢雪生 「同級生 の行衛」， 『実業 の 円本』第27巻 15’号，大 正 13瑞
　　　　：「廣 田首相 の 岡期 生」，『実業の 日本」第 39巻 7号，昭和ユ1年。
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戦前期に おける工 1丿
一

ト選抜と大学成績の関係

けた もの が実業界 に 入 る こ とを阻害す る要因が強大で あ っ た 。 従 っ て ， 高等教育を

受 けた ものが 実業界に入 っ た経緯 は ， 独 自の 見識 を もっ た少数の もの を除 けば ， そ

の 大部分 は第
一

志願の 官途に 就職 の途 を見出しえな い 人 々 に限 られ て い た 」。 と こ ろ

が ， 第 1次大戦 に よ っ て わが 国の 経済の 飛躍的発展が 起 こ る当た りか ら
， 「実業家の

地位は ， 完全 に 官僚 を圧す る に 至 っ た 。 そ して ， 政党政治の 発展 とと もに ， 政治 に

対す る実業界 の発言力は強大 と な り， 政治 と実業 と の 関係 は ， 明治二 十年代 まで の

そ れ と全 く主客 を転倒す る に至 っ た 。 実業家出身の 大臣 は日常茶飯事化 し ，
こ れ ま

で政治家軍人 の独壇場で あ っ た授爵の 栄典 も ， 明治末年以来実業家 に 開放せ られ ，

官僚 の政治的牙城で あ っ た貴族院の 勅選議員さえ も ， 大正十
一

年以来，実業家 の選

任 をみ る に至 っ た」。 の み な らず ， その 頃 に は会社員の 収入 が ，

一
般的に官吏の それ

よ りもは るか に 多大 に な っ た と され る （高橋　1977， p．162 ，
　 p．179 ，

　 pp．234
−235）。

　第 2 は ， 学生の 出身階層の 変化 に と もな い
，

一
般的に 学生 の就職先へ の 志 向が 変

わ っ た と され る こ とで ある 。 明治時代 の 大学進学者 は ， 旧武士 ， 裕福農民層 を中心

に構成 され て い た 。
こ れ が大正期 に な る と ， 旧武士 の 比 重が 減少 し ， 都市の 商業家 ，

イ ン テ リゲン チ ャ の 比重 が増加す る 。
こ の よ うな実業界 に親和的 な集団が 増加 した

結果 ， 「明治二 十年頃の 官立大学 の卒業生 は ， 挙 げて 官界 に走 っ た の で あ り， 磯野某

が洋酒店 を開 い て民間 の業 に携わ っ た と きに は ， 当時の 人々 は驚異の 眼 を見は っ た

の で あるが ， 大正期 に なる と ， 官学 を出ず る も官途に つ くこ とを避 けて
， 会社銀行

に 就職 を求 め る よ うな傾 向を生 じた」。
つ ま り， 「英雄 よ り凡人 へ

， 官界 よ り会社 ，

銀行 ， 実業界 へ 」と い う傾向が 顕著 に な っ て い く （唐澤　1955， pp．162
−167）。

そ し

て ，そ の背景 と して ，明治 30年代半 ばに始 まる ， 「藤吉郎主 義」 か ら 「（第
一

次）金

次郎 主義」 へ の 転換 ， 即ち地位志向か ら金銭志向へ とい っ た ， 学歴獲得競争に まつ

わ る立身出世 主義イ デオ ロ ギーの 変化が あっ た もの と思わ れ る （竹内　1985
， 第 9

章 ， 1978）。 さ ら に ， 大正期 に入 っ て の 学生 数の 増加が ， 官界か ら実 業界 へ と い っ た

流れ を もた ら した こ と も確か と思わ れ る （永井　1965， pp．47
−・48）。 た だ し， 学生数

の 増加 は， 大学卒業生
一

般 に つ い て の傾向 を説明す る と して も ， 卒業席次 に よ る就

職先 の差異構造 に まで 変化 を与 え る要因に な っ た か ど うか は ， 何 ともい え ない
。

　 な お 大正 6 年頃 まで に は ， 「政治家 も實業家 も榮枯盛衰が多い
。 ソ コ に行 くと司法

官が
一

番安定がある 。

…如何な る政變 も不景気 も馬耳東風で ，
三 十余年間

一
日の 中

斷 もな く毫末の 脅威 も受 けず司法の 職 に温 ま っ て ゐ る の は 中々 氣が利 い て ゐ る 。 近

頃優秀 の 新學士連が 司法方面 に就職 す る様 に な っ たの も故 あ り とい ふ べ きだ」（中島

1931
， p．39） と さ れ る が ， こ の よ うな傾向は ， 表 か ら は つ か め な い

。

151

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　さ らに 別の 資料か ら も， 卒業席次 と就職先の 関係 をみ て お こ う。 『実業の 日本』で

は， 「
一
番 とビ リの 卒業生1 （1911＞ と題 して

， 東京帯大の い くつ か の 学部卒業生 が

明治 44年時点 で どの ような職 ・地位 につ い て い るか の比較 を行 っ て い る
（8）

。 その 結果

を ま とめ た もの が表 3で ある。 なお ，
この特集で は， 農学部卒業生の状況 も示 され

て い る が ， 不閣者 を除い たサ ン プ ル 数が 少な か っ た の で 捌愛し た 。

　法学部 ・工 学部 とも ， 1番卒業生 は教職従事者が 多い
。 しか も ， 法学部で は ，

1

番卒業生 は高等教育機関に ， 最下位卒業生 は 中等教育機 関 1こ限 られ て い る。 また ，

有意差 はみ られ ない もの の ，
工 学部 で は ， 1番卒業生の 官庁在職者の 比率が 低い

。

同様 に法学郡 で は ， 弁護士 ， 艮 間企 業就 職 者 が少 な Vコ
（9｝
。以 土 は ， 工学部の 窟庁 へ の

就職動向を除 けば， 表 1 ， 衰 2 の結巣 と一致 してい る 。 そ して 帝大卒業生 に対す る

総評 として
， 『実業の 日刺 記者は ， 「之 を要 す る に

一
番 とビ リ と比較 して見る と餘

衷 3　 東京帝大の 首席卒業生 と最下 位卒業生の 進 路

（1》法学部
　舮
学校 教職員 官庁

　 　 旨　　 ；　　 1
東 大 ：京大 ；高商：串等
　　弓　　　　　　　1　　　　　　　巴
教授 ；教授 澂 授 1教 員

　 　 ：　　 ：　　 ：

　　　　　「　　 
　 　 1 陸軍 1　　1　　　　　　　　　　」
實吏 1法 務燭 ：縫銀

　　i理事 i
　　I　　　　　　　　　　F

司法

官

弁護

士

民間

会社

（重投〉

国
会
議
員

そ

の

難

小 講

大学院

生 ・海外

留学生 ・

　兵役

死

亡 明

不

　　 計

1番 卒 業 生

（明 治 圭9〜3龕年）

・
μ 「F厂 IL 鷲

　 2？ 6　　　：　　　　　　哢
137 ．撃 1I　　　　　　　　　　E

　 6zo

．7

　 26

，92

（2）

6 ．§

　 2910

夢％

2132 人

最 下 位卒 業生

（明治 19〜30年）

　 l　　 l　　 ： 2　1　　　　　　　1　　　　　　　，
L

爺
一

［
　 ・　 一 ＿

3　1　 2　 ： 1
　 1　　　　　　　　　 1

−

　 ： 35．32　 1　　　　　　　　　」

　 317

．6

　 3

工7、63

（1）

　17．6E

　 17100

％

6932 人

卒業生全 体 櫛

（大正 35寧時点）

55　　　 i　　 375

・．・　 1 ・4．・
30D27

．91
、損 、…87

10，6　 17．4
　 90

．8
窪73

．4
王§胃

まDO％

17婆 11813総 入

（2）工 学 部

学校 教職員
1　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　官庁

　　I　　　　　　　　　I

東 大 ：京穴 塙 工 l　　I　　　　　　　　　I

教 授1教授 ：教授
　 　 ：　　 ：

　　　li
宮僚 1税 関

i　 i

民間会社

（重役）

国会

議員

その

他
小計

大掌院生

　・海外

留学生 ・

　其役

死

亡

不

明

計

ユ番 卒業生

（明 治 19〜3D年 ）

8　1　 2　 11　卩　　　　　　　1

−

…匝 i

3i

噛

6（D3

（1，0

　 20

ユ00％

1223 人

最下 位 卒 業生

〔明治工9〜3D年）

　 ：　　 ： 2　暄　　　　　　　　　1

−　I　　　　　　　　　I

　 Ilo ，51　1　　　　　　　　　1

9　 1　 1　 艦
一

　 ：52．6　 1

7 

36．8

　 19

工OO％

1323 入

卒業 生全 体  

賦 正 3畔 時点）

959

．7
43144

，2
4404

器．1

　 20

．2
　 70

．7
　 9751

蔔魯％

134

　　 i24H33
人

〔1） 「日本近 代教育 百 年 史 14 ， 文 唱堂，1974年，P ，560よ り作成。

注 ：原典 で は経歴 不明で も，他 の 資料 か ら経歴 が つ か め た人物 は そ の経 歴 を示 して ある 。

　 口 は，学都全 体 と比 較 した比 率の検定で ， 5％水準 の有意差 がみ られ た 数字。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 戦前期におけるエリ
ー

ト選抜と大学成績の関係

り番狂 はせ の ない の は聊 か 記者 として は物足 らぬ 感が な い で もない が ， 然 し中程 と

か 二 番三 番 と云 ふ 處に は なか なか 豪傑が潜む で 居 り， 法律政治科が最 も振 っ て 居 る」

と述べ て い る （「一番 とビ リの 卒業生 1 其
一

　1911， p．69）。

　 こ こ で
，

こ こ まで の 結果 を
一

旦 ま とめ てお こ う。 第 1 に ， 先述の ように ， 戦前期

を とお して 官僚 ， 教授 ・ 教育家 とい っ た職業 は ， 帝大卒業生 に とっ て エ リー トへ の

接近度が高 い 職種 で あ っ た が ， 東京帝大 の優等卒業生 の 多 くは ，
こ れ らの 職 に就 い

て い た 。 第 2 に ， 大正期以降 は ビ ジネス の世界 もエ リ
ー

トに接近 しや すい 職業 に な

っ て い っ た が ， こ れに 呼応す る よ うに ， 優等卒業生 の 中に は ビジネス 界で 職 を求 め

る人 が 多 くな っ て い る 。 第 3 に ， 官庁就職者 に 限れ ば
， 優等卒業生 は 内務省 と大蔵

省 に就職 して い く人の 比率が高か っ た 。 以上 よ り， 東京帝大の 成績上 位卒業者 は も

と も と エ リー トへ 接近 し易い 職種 へ 多 くの入 材が 吸収されて い き ， それ故に エ リー

トの 輩出率が 高 くな っ た可能性が 示 唆 され る 。

3
．　 東京帝大優等卒業生 の 最終職

　しか し ，
エ リー ト輩出率の 高い 職種 に 就 い た と し て も，

そ こ に は 当然， 数少な い

エ リー ト （特 に ビ ッ グ）の 地位 を 目指 して の 内部競争が 存在 した筈 で ある 。 それ で

は ， 東京帝大の優 等卒業生 は そ の よ うな内部競争 を経 て
，

エ リー トの 地位 に 辿 り着

くこ とが多か っ た の だ ろ うか 。 そ れ と も
一

旦就職 して しまえ ば， 他の 卒業生 とあ ま

り大差 なか っ た の だ ろ うか 。 それ を確か め るた め に
， 表 4 で 東京帝大優等卒業生 の

最終職 をみ よ う 。 表 1 に 示 した初職 に 比 べ る と， どの 学科で も， 帝大 で （教授 と し

て ）職 を終えた 人が増加し
， 中等教員の 入数が減少 して い る 。

こ れ は特に
， 中等教

育教員か ら高等教育教員 へ の 上 昇 移動が あ っ た こ と を示 して い る。
一

方 ， 明治 末か

ら大正 初め に か け て ， 各企業 は官僚に な っ た人 を リクル ー トす る ，
い わ ゆ る 「成人

狩 り」の 方法で
， 帝大卒業生 を採用 し て い た と さ れ る （尾崎　1967

， pp ．　23−25）。 し

か し ， 今回対象 と した 東京帝大優等卒業生に 関 して は ， 民間 へ の 転職者は まれ で あ

る 。

　さ らに 大 臣な どの ビ ッ グ ・エ リー トへ の 到達度をみ れ ば， 英法科で は ， 官僚 （日

銀 を含 む ） と して 職 を終 え た人 32名中， 大臣 5人 を含め 13人 が 貴族院議員 も し くは

枢密顧問官に な っ て い る。 同様 に
， 政治 科で は ， 官僚 と して 職 を終えた人 34名中 ，

大臣 3 入 を含 め 10名が 貴族院議員 も し くは枢密顧 問官に な っ て い る 。 しか も ， その

他の 人 も満鉄理 事や行政裁判所部長等の 顕職 に就 い て い る 。 また ， 民間企 業で職 を

終 え た 人 の ほ とん ど は重役 に 登 っ て い る 。
こ れ らの こ とは ， 東京帝大優等卒業生 が
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表 4　 東京帝大 1〜 2 番卒業生の 最 終職

最終職
帝大教授

（東大教授）

1そ の 紲
ミ

の 高等

教育機

関數授

初中

等教

員

　 　宮庁

慣 族院議 員 ・

枢密顧 問官

〔大 臣相 当職 ］）

蘖銀

（貴族 院

議員

［大臣］）

・副 衆

（大審院

判検事）

院

議
貴

護
士

弁 ；勤

　 　 務

　 　 医

饑
業
医

民 問

企 業

（重役〉

不明

（就職 前

に死亡）

計

英法 科 513｝ 1 2§（且 14］〉 3〔2［1］） 6（2） 6 王li：9＞ 566

政治 科 18（14） 31（ID［3］） 3 1 3（1） 1066

土木 科 20（10） 2 25 8 762

国文 舞 10（6る） 241 ‘ 15〈三） 54

化学科 18（7） 142 1 514 （1〕 54

農学 科 19（13り 7314 3〔工） ユ460

医学 科 31湿
梛

〉 5 I　　 l 13董
藁 三〇（3＞ 64

＊
うち 1名 は助教授在職 中に 逝去。

騨 うち 2名 は助教授在職 中に 逝去。
’
軍 医 5名 を濤む。

各セ クターで 成功 を収 め た こ とを示 唆 して い る。

　勿論 ，
エ V 一 ト， 蒋 に ビ ッ グに まで 到達す るこ とが で きるか 否 か に は ， 運が大 き

く左右 した 。 例 えば ， 幣原喜重郎 （英法科15番）が 男爵 と外務大臣 を 「贏 ち得 た譯」

は ， 明治28年の 葉京帝大卒業躊 に外交官 にな っ た入 は 6名い たが ， そ の うち 5 人が

死 んで し まっ た 。 「死 ん だ 五 指の 内に は ， 頭脳 明敏 識見卓越手腕練達の 非凡 なる少壮

外交官で ， 未来の 外相を以て 囑 目せ られ た る萩原守
一

（當時通信局長 に して 幣原 の

先任） ［英法科 7番 ， 明 治44年歿］
……

落合謙太郎 （元伊太利大使） ［政治科 9 番 ，

大正 15年歿］が 居 る。 思 えば幣原 は實力 ばか りで は ない
， 好運 と壽命 とが 手傳 つ た

寵児だ 」 とさ れ る （引用文中の ［ ］は引用 者，以下 岡様）。 し か し ， 「尻か ら二 番

目の 伊澤 ［多喜男 ：明治 28年政治学科卒 ， 内務省入省］君が トン トン拍子に 大臣級

の大政治家の 月娃冠を得た事な ど は稽意外の 感が あ るが ， 實 は意外で あ っ た の は 問

違で ， 今日あ るの 素質 を備えて 居 っ た もの と見るの が 至當で あろ う」 （中鵬　1931
，

pp．37
−38＞とされ るの で

， 当時の 評鰻 と して は ，

一
般 的に は優等卒業生 の 方が成功

を収 め る可能性が高い とみな さ れ て い た こ とが 分か る 。

　 こ こ 求で ， 東京帝大優等卒業生 は
， 主に帝大教授就任 鏖た は官界 で の 成功 を通 し

て ，
エ リ… トの 伸問入 りをして い っ た こ とをみ て きた 。 次に視点 を変 えて ， これ ら

の 成功的地位 の 方か ら眺 めて み よ う。 そ こ に は成績上 位者の 優位 はみ られ るの だ ろ

うか 。 明治35年 に東京帝大法学部 を67番 （致 漁科で の 席次に 限れ ば 8 番）で 卒業 し

た河上 肇 （1976， pp，148−149＞ は 次の よ うに 圃顧 して い る 。 「大学教授 に な る人 は ，

卒業後そ の ま ま大学 に 居残 り， す ぐ助教授 に な り， やが て 教授 とな る こ と を原則 と
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して い た もの で
， それ らの 入 々 は ， み な此 の銀時計組 に 限 られ て い た 」。 彼 らは 「卒

業の 当初か ら先輩に見込 まれ ， 温室で 育て る よ うに して ， 出発点 か ら最高 の 条件 の

も とで 学問す る こ との 出来た人々 で ある」。 河上 自身 は大学卒業後 ， 「あち ら こち ら

の 学校で 講義の 切売 りをし なが ら， や っ と糊 口 を支えその 暇 を偸んで 自分の 志す研

究 に従事して い る うち」， 六 年後に 「漸 くに して 京都帝 国大学講 師の地位 を贏 ち得 る

に至 っ た」が ， その 時 ， 同窓や
一

年後輩の 銀時計組 は ， 間 もな く海外留学 か ら帰 国

して 教授 に な ろ うとして い た か ， 或 い は既 に な っ て い た 。

一
方 ， 「私 は まだ ，

い きな

り助教授 にす らな る こ とが 出来 なか っ た の で ある」。 こ の 回想か らは ， 帝大 の優等卒

業生 は帝大教授候補生 とみ な さ れ ， 特別の 養成 ル ー トが用意 さ れ て い た こ とが分 か

る 。 さ ら に帝大教授 の 半数近 くは ， 帝大以 外の 職場経験 を も っ て い る （岩 田　 1994
，

pp，153
−157＞。 こ の 点 は

， 卒業後の 就職先以上 に
， 帝大 を 1〜 2番 で 卒業 した とい う

実績の 方が
， 帝大教授の重要な第

一
選考基 準で あ っ た こ とを示 唆 して い る 。

　つ い で 表 5 は，各省 の事務次官 に っ い て ，東京帝大卒業席次 を調べ た もの で ある。

中に は卒業席次が 122番 （河相達夫 ；大正 4 年政治学科卒 ， 外務次官）， 79番 （小 野

猛 ：明治43年独法科卒 ， 逓信次官） と い っ た 具合 に
， 極め て 悪い 番数で 卒業 し て い

る に もか か わ らず ， 次官 に到達 した 人 も例外的 に 見受 け られ る 。 しか し ， 司法省以

外 の 6 省の 次官117人 中 ， 51．3％ ま で が 1〜 5 番以 内の 卒業生で 占め られ て い る 。 1

〜 2番 に 限れ ば29，1％ ， 首席卒業生 の み で も 17．1％の 多き に わた っ て い る 。 加 えて
，

卒業席次が 上 が る に つ れ て次官の 輩出率は高 くな っ て い る。そ して ，
こ の傾向は戦

前期の 卒業生 に と っ て花形官庁で あ っ た と され る大 蔵 ， 内務 の 両省で 特に 強か っ た

こ と も分か る
 

。 同様に
， 卒業後， 司法界に 入 り， 司法次官の ポス トに 就い た人に つ

い て も， 卒業席次が 高い ほ ど次官の 輩出率 は高 まっ て い る。

　以上 の点 は ， 東京帝大 の 成績上 位卒業生の エ リー ト輩 出率が 高い の は ， 単 に エ リ

ー トに接近 しや す い 職種 に 多数が就職 した の み な らず ， 内部競争を乗 り越えて ，
エ

リー
ト （特 に ビ ッ グ） へ の道 を歩 ん だ 人 が 多か っ た こ とを示 して い る。ただ し ，

い

ずれ に し ろ 「末 は博士か 大臣か 」 と い っ た 言葉 は， 帝大卒業生 全 般 に対す る もの と

い うよ り， 実際 に は その成績上位卒業生 に 該 当す る傾向が 強か っ た もの と思われ る 。

4 ．　 まとめ

　戦前期 の近代セ ク ターに お け る エ リー ト輩出率をみ る と
， 概 して 高学歴人材の 方

が優位 を占め る の み な らず ， 同 じ高等教育出身者の 中で も大学成績上 位群の 方が 下

位群 に比 べ て 優勢 だ っ た と さ れ る 。 それ で は ，
こ う した卒業席次 に よる エ リー トへ
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表 5　 各省事務次 官の 卒業席次
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，司 法 省 法 学校卒。

の 接近度の 差 は何故 もた らさ れた の だ ろ うか 。
こ こ まで の議論 を要約 して お こ う。

　第
一

に ， と くに大蔵省や 内務省 を中心 とす る宮僚職や ， 帝大教蟹職 は ，
X り

一 ト

に 到達す る可能性が高い 職業で あ っ た 。 そして成績上 位者 は ，
エ リー トへ の 接近度

が高 い こ の よ うな職種へ 多数が吸収 され て い く傾向が強か っ た （「就職入 り口 選抜効

果 」）。 第二 に ，
エ リー トに な るた め に この 第 1 次選抜 の ハ ー ドル を越 え た人 の 中で

も， 成績上位者は第 2次選抜を くぐり抜 け ， （ビ ッ グ）エ リー トに なる傾 向が強か っ

た 。 さ らに ，
エ リー トへ の 接近度が それ ほ ど高 くなか っ た と 思わ れ る ， 」二に示 した

以外の 職種 に就 職 した 人 た ち に つ い て も ， 成綾上 位者 は成功 を収 め る傾 向が 多 くみ

られ た 。
こ れ ら 2 つ の 過程 を経て ， 成績上位嵩は成績下 位群 よ り多 くエ リー 】・に 蟄

近 して い っ た もの と考 え られ る 。 な お ， 本論で は ， 学部 ・学科間の 職業的キ ャ リア

形成の 相違 1こ つ い て は ， 十分 な議論 を展 開で き なか っ た 。 しか し， 本論で 特に問題
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に した い の は ， 学部 ・学科 の別 に か か わ らず ， 上 に 示 した 2 つ の 過 程 を経 る とい う

共通の 構造の もとに ， 成績上位者が エ リー トへ の 接近 度 を高 め て い っ た こ とで ある 。

　 とこ ろで ， 第 2 次選抜段 階で の エ リ
ー

ト形成過程に つ い て は冒頭で述べ た よう に，

「高等教育適応 と職業的適応 との
一

致効果」，
お よ び 「大学成績の 威信 （レ ッ テ ル ）

効果1 の 2 つ の 道筋が考 え られ る。 まず帝大教授の選 抜に つ い て い え ば，
こ こ まで

引用 して きた 多 くの 回想か ら も分か る よ うに ， 優等卒業生 が優遇 され る と い う 「庇

護移動」（Turner 訳書　1963）的な要素 ，
つ ま り 「大学成績 の威信効 果」が 強か っ

た と考え られ る 。 そ して ， 「研究能力証明書」として の 博士号 な ど
， 学士号 よ り上位

の 学位や大学教授資格 を ， 大学 で 定職 を得 る場合 の選抜要件 に す る とい っ た慣行 は，

ドイツ ， フ ラ ン ス ， ア メ リカ な ど と異な り（横尾　1989）， 少 な くと も戦前期の 日本

で は定着 しなか っ た （岩 田　1992）。 た だ し大学教員の 採用 に 当た っ て 学部時代の 成

績 を重視す る と い う選抜方法 は ， イ ギ リス な どで も同様 に取 られ て お り， 「国際的 に

は
一

つ の 類型 と し て と ら え る こ とが 」 で き る とされ るの で （横 尾　1989， pp ．5−

6）， 国際的に は正 当性 を も つ 後継者養成方式の
一

つ だ っ た とみ な せ る 。

　
一

方 ， 民間企業 に お い て ， 就職後 に大学成績が どの 程度 ， 出世 と関係 したか に つ

い て は ， 今回 の データで は表 3 の 重役滯出率を も とに みて い くしか ない
。 しか しサ

ン プ ル が少なす ぎ
，

そ れ を も と に 結論 を出す こ とは で きな い
。 そ こ で 他の 高等教育

機関の 例で 補 っ て お こ う。 先述 し た 「
一

番 と ビ リ の 卒業生」の 連載の 中で ， 例えば

東京高商卒業生に対 して
， 『実業の 日本』記者 は ， 1番， 最下位以 外の 卒業生 も視野

に 入 れ る と ， 「學術 を以 て 世 に 立 つ 人 は卒業當時成績の よか っ た者 が 矢張優勝の 地 位

を占め て 居 るが
， 實業界 で は番狂 はせ が極め て多い よ うで ある1と総評 して い る（「

一

番 と ビ リの 卒業生」其二 　／911， p ．45）。 さ らに同様 の 指摘 は ， 麻生 （1963，
　 pp ．36

−37）に よっ て もな さ れ て い る
。

た だ し
， 表 4 の 結果な ど もも と に する と

， 優等卒業

生 に 限 っ て い えば ， 大学成績 と民間企業に お け る出世 との 間に も， 多少の 相関関係

が 存在 した もの と推測 され る 。 そ して
， 少な くとも戦前期 の 財 閥系企 業 に 限れ ば ，

初任給 は別 と して
， 昇進 に 関して は学歴や年功序列はあま り関係な く， 実力が もの

を い っ た との ， 複数 の 回顧 を信 じれ ば（野 田　1967， pp ，106−110，
　 pp．191192 ，

　 pp．

203−205）， 特に 民 間企業の 場合 ， 優等卒業生 の 方が 実力 （「高等教育適応 と職業的適

応 との
一

致効果」）で 内部競争を勝ち抜 く確率が高か っ た こ とに な る 。

　同様 に ， 官僚 に つ い て も例え ば， 上 層部 だ けで はな く， 直近 の 上 司の 受 け， 有能

な上司に 恵 まれ るか どうか ， ノ ン キ ャ リア組 の部下の 人 心掌握
 

， 政治的影響力 を も

つ 人 物 と の コ ネな ど
a2）

に 加 えて
，
1906年以 降， 政党に よ る官僚へ の 人事介入が進展 す
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る に つ れ ， 特 に 政党 と の 距離 の 取 り方
a3）

， な ど も出世 に影 響 した と い う （升 味

1968， pp．219−299 ， 水谷　1999，
　 pp．182

−187
，
　 pp．　203−・224）。 さ らに ， 松本学 （明

治44年政治学科14番卒業 ， 内務省就職）の
一
例 に代表され るよ うに ， 「成績以外 に ，

『事件』 塞た は 『運 』が昇 進 を左右 す る」場合 も存在した とさ れ る （水 谷 　1999， p。

142）。
こ うして み れ ば ， 官界で の 成功に つ い て も実力に よる部分が大 きか っ た もの

と考 え られ る 。 しか し ， その 反面 ， 「大蔵省で は 当時 ［明治42年頃］， 大学 の成績 を

も と に まず四 ， 五 人の 採用 を決めて い た らし い
。 その うちの ト ッ プ また は 二 番痍 く

らい を財務書記 と して海外 に 出した 。 そ し て これ に 選 ばれ るか ど うかが
， その 後 の

出世 に 大 き く影響 した 」 と され る。 象た ， 内務省で も優等卒業生 は入 省後 ， 地方勤

務 に 出され る こ とな く， 本省の なか で キ ャ リア を積 み 重ね る傾向が 強か っ た とされ

る （水谷　1999， pp．130
−132

，
　p．143，

　p．149）
〔1の

。
つ ま り，

これ らの 例 に 象徴 され る よ

うに ， 官界 に就職 した帝大優等卒業生 は ， 「大学成績の 威信効果」に よ っ て も恩恵 を

受 けた もの と考 え られ る 。 だか ら ， 官僚の 世界 で は 「卒業の 席次 と高文 の 成績が採

用 お よびそ の後 の舞進に つ き ま と い
，

した が っ て 彼 ら が庸次や成綾に極 め て 敏感 で

あ っ た」 （升味　1968， pp．166−167）と され る 。 例 え ば前出の 松本学は， 「と もか く

大学時代の成績 ， 『あい つ は六 七点三 分 だまが 後々 もつ い て 遽 っ た の は実 に い やだ っ

た と ， 後年の 回想 で 洩 ら して い る 」と い う （水 谷　1999， pp，141
−142＞。 同趣 冒の 回

顧 は ， 我妻栄 に よ っ て も残 されて い る （寺崎　1999， p．177）。 また ， 大蔵省 で 「出

世 す る に は二 つ の 条件が ある 。 何 とい っ て も東大出身 の秀才で あ る こ と
， 名門の 女

婿 で あ る こ と ， そ うで な けれ ば名家 の 子弟で ある こ とだ」 （奴太郎生　1934， p，54）

とす る鬣摘 も， 仮 に 陳 大出身 の 秀才」が 東大 を優秀 な成績で 卒業した こ と を意味

して い る とす れ ば ， 官界 に 「大学成績の威信効果」が 存在 した可能性 を示唆 して い

る 。
い ずれ に せ よ ， 官僚 に な っ た大学優等卒業生 の成功 に つ い て は ， 「高等教育適応

と職業的適応 と の
一

致効果」と ， 「大 学成績の 威信効果」の両 方が影 響した と推測 さ

れ る 。

　 と こ ろ で ， 荒井
一
博 （2007， 第 1 〜 2 章）の 分類 に 依拠す れ ば ， 就職後の待遇 と

して ， 「高等教育適応 と職業的適応 との
一致効果 」は 「人 的資本論」的選抜 ， 「大学

威績 の威信効果 1 は 「シ グナ ジ ン グ理論」的選抜，
に 薄応す る ともみ なせ る 。

しか

し荒井 に よれ ば ， 上 の 2 つ の 選抜理 論の どち らが 正 し い の か に つ い て は ， 実証 レ ベ

ル で は ， 「まだ 共通の 結論が緡 られ て 」 い な い と い う。 選抜す る側が ， 「大掌成績 の

威信効 果」に潜在意識的 に も全 くと らわ れ る こ とな く， 純粋に 実力を判定して い た

か ど うか とい う点 を問題 にすれ ば， 本論の 分類 も同様 の 難点 を もつ
。 今 回矯い た よ
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載前期における エ リ
ー

ト選抜と大学成績の関係

うな史資料だ けに依拠せ ざ るを えな か っ た限界で あ り， 今後の 大きな課題に な る 。

〈注〉

（1＞ なお ， 明治19年以 降， 明治 30年に 2番目の 帝国大学 として京都帝国大学が創設

　 され る まで は ， 東京帝国大学の 正 式名称 は ， 帝国大学で あ っ た 。 また ， 学部 に つ

　 い て も大正 8 年 まで は ， 分科大学 が正式名称で あ る 。 ただ し ， 本稿で は ， 分か り

　や すさ を考慮 し， 大正 8年以 降の 名称で 統
…

す る こ と に した 。

  　本論で は ， 学術的文献以外の 資料に つ い て は ， 現 在で は不適切 と思われ る表記

　 を含 め ， 当時の 仮名遣い で 原文 をその まま掲示 す る こ とに した 。 以 下同様。

〈3） 同様に ， 「当時の大学の卒業者は富吏に な るの が 常道で ， 学者や先生 に な るの が

　 その 次 ぎ ， 実業界 に行 くの はあ ま り優 秀な人 で はなか っ た」 との黒 崎幸男 （明治

　 44年政治科卒 ， 席次 8 番 ， 住友入禰 の 回想 もある （罵綺 　1967， p．42）。 石坂 の

　証言 との整合性で は ，
こ こ で 官僚が大学教授よ り上 位に きて い るの は ， 成績の 序

　列で は な く， 同 じ成績優秀者の 中で の 人数 の 多さ を も とに して い る と思 わ れ る。

（4） 同様 の指摘 は ，   大達茂雄傳記刊行會 （1956， p．45），   升味 （19G8，　 pp．183

　
−．292），   水谷 （1999， pp．・147

− 148）に もみ られ る 。 な お 實庁へ の 採用や ， そ こ で

　 の 昇進 に は高文 成績 も大 きな影 響力 を持 っ た と思 われ るが ，   の 文献 で は明治末

　 頃 まで は ， 「高文 の 成績が よほ ど悪 くな い か ぎ り ， 学校の 成績が ， その 後の 職歴 に

　 も大 きな影響 を与えた と思 わ れ る が ， そ うで な い 場含 ， 高文 に は一種の 敗者復活

　 の よ うな役割が期待 さ れ て い た」可能性 もあ る と指摘され て い る 。 また大正期に

　 な る と ， 卒業前 （大学在学 申） に高文合格 す るか ど うか も， 人物評定に 響い た と

　 い う。

（5） ただ し学部卒業生 全体 に お け る 高等教育機 関就職者の 比 率に 関す るデ ータが な

　 い の で ， 優 等卒業生 の 高等教育機関就職者の 輩出率が 有意 に 高い か どうか に つ い

　 て の 正 確な数字 は ， 現時点で は 得 られ なか っ た 。

（6） 明治 32〜大正 7 年の 東京帝大法学部 の銀陦計組の 進路 をま とめた ， 秦 （1983，

　 p、　185）の デ ータ を もとに 計算 して も， 官庁就職者 に 占め る 内務省 ・大蔵省 へ の 入

　 省比率 は ， 法学部全卒業生 に箆 べ
， 擾等卒業生で 有意 に 高 い 傾向が確か め られ る 。

（7） 表 2 に つ い て は
， 卒業後 ， 均

一
の調査時点 を取 っ た デ

ー
タ とな っ て い な い の み

　 な らず ， ほ とん どの サ ン プル 年度で ， 不詳髫が大半 を L め る な ど とい っ た ， 大 き

　 な難点 を もつ
。

こ の よ うな限界 をもつ もの で ある こ とに ， 注意が必要で ある 。

  　 こ の 特集で は ， 東京高等商業学校 ， 東京高等工 業学校 ， 札幌農学校 ， 東京専門
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　学校 （早稲田大学）， 慶応義塾 ， とい っ た東京帝大以外 の 高等教育機関の 卒業生 に

　つ い て も， 同様の 比 較結果を掲載 して い る。 ただ し， 紙幅の 関係 で ， それ ら を含

　めた総合的 な検討 は ， 劉の 機会 に譲 る こ とに した 。

  　法 ・ 工学部 とも， 最下位卒業生 の進路状況 は，卒業生全体の それ に極 め て 近 い
。

　た だ し有意差 は認め られ ない もの の ， 法学部で は卒業成績が底辺 の学 生は中等教

　員や弁護士 に
， 中位 の 学生 は 司法窟 に な る傾向が あ っ た可能性 が示 唆 され る 。

鱒 逆に い え ば，
この 事実 こそ が

， 帝大 の成纜 と位 卒業生 を引き付 けた とい う意味

　で ， 両 省 が 花形 官庁で あ っ た こ と を示 し で い る可能 性 もあ る （秦　1983， p．

　 185＞。

｛脚　例え ば， 「成績 は優秀で も人心掌握に欠 け る若い 学士官潦に た い して ， 生 え叛 き

　の 警察関係者が陰に 陽に い じめ た り意地 悪 をす る風潮が強 く，
こ こ で あた ら前途

　を橄 こ振る官僚が跡 を絶た な か っ た 」 と い う （承 谷 　1，999， pp．164
−165）。

（12）   升味 （1968， pp．21 一211）に引用 され て い る 高橋雄i豺の 回顧の 中に ある，永

　田秀次郎か らの助言 ，   水谷 （1999， pp，214−216冫 獻 ど参照 。

  　例 えば ， 「近年の 如 き政治形態σ）下 に あ っ て ， 官界游泳術 の 上 手 な人 物 と目せ ら

　れた る もの は ， 第
一

に 軍黨に もよろ しく， 乙黨 もこれ を棄て 難 し とする もの ， 第

　二 に大 した入 材で ない に も掬 らず ， 早 も政黨的 に色 をつ けて し ま っ たた め ， おの

　れ の接近 して を る政黨が ， 内閣 を組織す る都度 ， 巧み に ， 現業檎吏に 浮び上 っ て

　 くる人物……第三 は ， 花々 し い 方薗の 官吏生活の 浮沈 の甚だ しい の 1こ， 煩を覺 え ，

　そ の 方面 をあ きらめて
， 囲立 た な くと も， 地位 の 安全 な官吏 ， た とえば， 林野 監

　理局 とか ， 恩給局 とか ， 資源 局 とか ， 全 く薯務的方蔔 に遁竄 して行 くもの
…… と

　い っ た工 合に大別」 され る と い う指摘が ある （伊藤　1932， p，54）。

鋤　これ らは ， 薗掲の 漑 h肇の 証言な どか ら分か る ， 帝大教授の 養成プ ロ セ ス と鬩

　様 に ，
エ ヲー ト形成に 崙た っ て ， 大学成績 8．い う レ ッ テル をも とに した ， 明 らか

　な （鷹 護移動的）「キ ャ リア ・トラ ッ ク効果．．！が存在した こ とを示唆い ζい る 。
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ABSTRACT

Accessibility to EIite Positions by Summa  Cum  Laude Graduates

              from  Uniyersities in Pre-War  Japan

                                                      IWATA,  Kozo

                                               <Musashino University)

           3-19-25 Shibakubo-cho Nisi-Tokyo-shi, Tokyo, 188-OO14 Japan

                                     Email: k-iwata@rnusashino-u.ac.jp

  The  entry  rate  into the elite  of  university  graduates  who  graduated  svith  honor

was  higher than that of  other  graduates  in Japan in the pre  World War  II period.

What  kinds of  effects  can  explain  this phenomenon?･  Three possibilities can  be

considered  to explain  it: first, honor graduates  may  be more  successful  in any

job, so  that there would  naturally  be a  correlation  between  the university

adaptability  indicated  by  high grades  and  vocational  success;  second,  they  might

have found it easy  to gain sponsorship  from  established  elite  groups  because of

their honor  grades,  even  if there were  no  necessary  correlation  between  college

grades and  vocational  success  through  severe  competition;  third, they may  have

found it easier  to enter  vocational  sectors  which  were  more  accessible  to the

elite, The  aim  of  this paper  is to clarify  how  these three possibilities worlced  to

create  elites in the pre-war  period, sampling  mainly  Summa  Cum  Laude gradu-

ates  frem Tokyo  Imperial University.

  The  main  findings are  as  follows: (1) it is clear  that Summa  Cum  Laude

graduates entered  jobs which  were  more  uccessible  to the elite, such  as  Imperial

University professorships  or  prestigious government  positions; (2) they were

more  successful  in whatever  job they  entered;  (3) however, it is obvious  that the

Summa  Cum  Laude  graduates  received  some  special  treatment in becoming

Imperial University professors  and  were  sometimes  given  advantageous  posi-

tions and  experiences  as  government  officers,  despite the fact that  the competi-

tion for high elite positions in private companies  was  based on  merit.
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